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  最上管内の各小・中学校、義務教育学校、各市町村教育委員会から約 40 名の方々に参加いただきました。研修
会では、最上教育事務所より令和７年度「全国学力・学習状況調査」の結果分析と対応について説明させていただ
き、「授業改善へのアクション（R７）」を確認させていただきました。校内研修の視点と照らし合わせながら、まずは組
織として１点取り組んでいただければと思います。その後、山形大学学術研究院野口徹教授より「全国学調の問題か
ら授業づくりを考える」をテーマに講義と演習を行っていただきました。スライド資料についても一部抜粋しましたので、
参考にしていただければと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 最上教育事務所指導課通信  

◆ 令和７年１１月１４日 

◆ 最上教育事務所指導課 

◆ 第 ８ 号 

学 習 指 導 力 向 上 研 修 会

研 修 会 

令和６年１０月３日（火） 

・国語と総合的な学習の時間の学習内容とが児童生徒にとって必然性のある       
リンクとして感じられ、学習している内容が「自分だったら○○と考える」という
思考によって活性化する授業がもっと必要である。 
・算数・数学では、既習の学習や生活経験をもとに「見通し」を立て、「言語化
（つぶやいたり、ノートに記述したり）」することを通して、問題解決を行う。 
・自らの学びを自覚（モニター）して自分で動かしていく⇒自律した学習 
・OUTPUT（アウトプット）と FEEDBACK（フィードバック）を大切に 
・～楽しく授業改善をモットーに～子ども達を思い浮かべてMust →want(can)

へ 
 

講
演
よ
り 

～参加された先生方の声～ 
・本校でも「自分はどう考えるか」を問われることに課題があると感じま

した。自分の考えをしっかりと持って交流させることや、既習事項を活か

して学びの見通しを持たせることを大切にしていきたいと思います。 

・問題を解き、感想を交流することで、他教科の先生方ともつけたい力が

共有でき、授業の中で意識できるようになると感じました。「課題ー見通

しー演習ーまとめー振り返り」の流れを共有していきたいと思います。 

令和７年１０月２日 学習指導力向上研修会資料より抜粋 

学習指導力向上研修会 令和７年１０月２日（木） 

 令和７年９月１８日（木） 



 
 

第 ３ 回 初 任 者 研 修 授 業 研 究 会  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題とまとめの整合性や、発問・問い返しなど自分自身の実践に参考になることが数多く見つかりました。 

・授業を構想する際に、授業後の児童生徒のゴールの姿を思い描くことの大切さを改めて感じることができました。 

・調べたことや考えたことを共有した後に、再構築する場を設定する重要性について確認することができました。 

・教師が話過ぎることなく、子どもたちが十分に考える時間が確保できるように意識していきたいと思います。 

 

★振り返りアンケートより★ 

小・中学校等・高等学校の初任者２９名が真室川小学校、鮭川小学校、最上中学校、鮭川中学校の４会場に分

かれて授業研究会を行いました。事後研究会では、「学びを深める交流・教師のかかわり」の視点を意識し、それ

ぞれの授業で子どもの学びを深めるための発問や問い返し、グループでの学び合いについて活発な協議が行われ

ました。小・中・高のそれぞれの立場からの意見は、授業者、参加者双方にとって自分自身の授業を振り返るう

えで大きな刺激となりました。授業研究会は次回の１１月２６日（水）が最後となります。 

齋藤 真意 教諭（真室川小） 

３年「見つからないリコー 

道徳 ダー」（A 節度・節制） 

第３回初任者研修授業研究会  令和７年１０月１４日（火） 

Ｍ－ＴＥＰ 算数・数学授業づくり講座  令和７年９月４日・１８日 

 「確かな学力育成支援（M-TEP）C:チーム研修型」との共催で、オンラインによる授業づくり講座を実施し、最

上管内の小・中学校、義務教育学校、市町村教育委員会等から２２名の方々に参加いただきました。関西学院大

学教授大澤弘典先生より「児童生徒がわかる！できる！好き！を実感する授業づくり」をテーマに、日々の教材

研究や授業づくりのポイント、教師の役割等について講義を行っていただきました。明日からの実践に活用でき

る多くのヒントを得ることができた貴重な研修となりました。 

・「子どもの問いから授業を始める」という視点が、まず必要
なことだと実感しました。今日初めて聞いた『ハンズオンマ
ス（手でふれる数学）』についても調べて、今より少しでも、
子どもが必要感をもって取り組めるような授業をつくって
いきたいと思います。 

・みかんの表面積を求めるという課題では、各学年の算数・数
学の知識を用いて様々な考え方があり、課題を吟味すること
で様々な生徒の反応が予想できることを知り、教材研究の深
さと面白さを実感しました。 

・数当てゲームや６桁の計算の活動で、子どもが疑問をもち、
いろんなことを検証している姿を見て、こういった授業を目
指したいと思いました。日常を数的な視点で見て、授業で取
り入れられそう！という感覚を高めたいです。 

★参加者アンケートより★ 
 

伊川 壮司 教諭（鮭川小） 

３年「ちいちゃんのかげお 

国語 くり」 

奥山 悠斗 教諭（最上中） 

２年「生物のからだのつく 

理科 りとはたらき」 

（A 節度・節制） 

遠藤潤一郎 教諭（鮭川中） 

１年「比例と反比例」 

数学 

協議の様子 

授業の様子 


